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機能の概要
説明: サプライヤ管理における Dun & Bradstreet 統合

今までの課題

対象ソリューション

SAP Ariba で問題解決

関連情報

主なメリット

前提条件と制限事項

導入の難易度

対象エリア

ハイタッチ

グローバル

SAP Ariba Supplier Lifecycle and Performance (SLP)

SAP Ariba Supplier Information and Performance 
Management (SIPM) の新しいアーキテクチャ

SAP Ariba Strategic Sourcing Suite

この機能を有効にするには、貴社の指定のサポート担当
(DSC) に連絡してサービスリクエスト (SR) を提出してくだ
さい。

D&B 固有の前提条件 (商業上の前提条件や設定関連の前提
条件を含む) については、このプレゼンテーションの最後のス
ライドまたはオンラインドキュメントを参照してください。

サイトで、サプライヤの住所情報を収集する際の入力タイプと
して [住所] ではなく [詳細住所] を使用する必要があります。

D&B 統合のサポート対象は、内部サプライヤ申請と、内部お
よび外部向けの登録に関する質問事項です。 サプライヤ自
己登録申請はサポートされていません。

エンドユーザーがサプライヤの申請や特定をより迅速か
つ正確に行う機能が求められています。 Dun & 
Bradstreet は、あらゆる種類のビジネスに関するデータ
ソースとして広く知られ、活用されているデータベースで
す。 SLP を Dun & Bradstreet などのサードパーティプ
ロバイダに統合すれば、サプライヤ検索と申請プロセス
の正確性および関連性が大幅に高まります。

この機能によって、SAP Ariba Supplier Lifecycle and 
Performance をサードパーティプロバイダ Dun & 
Bradstreet (D&B) と統合することにより、D&B データ統合
ツールキットを使用して、選択したフィールドのデータを
D&B の「Worldbase Marketing Plus with Linkage」製品か
ら取得できるようになります。

サプライヤ申請者が内部サプライヤ申請プロセス中に
D&B データベースで新規サプライヤの候補を検索しなけ
ればならないようにすることで、重複の解消や最小化につ
ながります。

D&B データがサプライヤプロファイルに直接統合されるた
め、データ収集作業が合理化されます。
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機能の概要
説明: サプライヤ管理における Dun & Bradstreet 統合

• 内部サプライヤ申請プロセス中に申請者が D&B データベースで新規サプライヤの候補を検索し
なければならないようにします。これにより、SAP Ariba SLP で作成された新規サプライヤすべて
に対して D-U-N-S ナンバーが割り当てられ、例外は承認の対象となります。

• サプライヤプロファイルにその他の D&B データが組み込まれます。 D&B 統合により、申請プロ
セスでサプライヤ申請に住所などの基本的な D&B データが追加されます。 サプライヤ申請が承
認されると、SAP Ariba システムで D&B から追加データが取得され、SAP Ariba ベンダレコードに
追加されます。このデータは、設定に基づいてサプライヤ登録の質問事項に追加されます。

• D&B 統合によって、D&B 標準の検証済みデータが自動的にサプライヤプロファイルに含められる
ため、カテゴリマネージャやサプライヤマネージャが、D-U-N-S ナンバーや、Dun & Bradstreet で
管理されているその他の詳細なサプライヤデータを手動で入力する必要がなくなります。 サプラ
イヤプロファイルに含める D&B データについては、サイトのサプライヤ管理プロジェクトテンプレー
トで、マッピング済みの質問を内部サプライヤ申請および登録に関する質問事項に追加すること
によって選択します。
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機能の概要
D&B に関するお客様の責任

サイトで D&B 統合を設定する場合、お客様が以下の責任を負うものとします。

• SAP Ariba クラウドサイトから D&B サービスにアクセスしたり、SAP Ariba クラウドサイトで D&B アカウントか
らデータを受け取ったりすることを許可する契約を D&B と結ぶことに関する責任は、すべてお客様が負うも
のとします。

• D&B ライセンスキーの設定と管理は、お客様の責任で行うものとします。

• お客様は、D&B との契約に基づく D&B の料金を支払う責任があります。

• この機能による D&B からのレコードの取得に問題がある場合 (支払処理での D&B 検索結果が多すぎる場
合など)、お客様はすぐに SAP Ariba に通知する必要があります。

• D&B サービスのサポートは、D&B によってのみ提供されます。

• D&B データは、SAP Ariba との契約における「お客様が所有するデータ」とみなされます。

これらの責任に同意されない場合は、D&B 統合機能の有効化や設定を行わないでください。
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D&B 検索に基づくサプライヤ申請の新しいプロセス

データ入力

 基本的なサプライヤ情報を入力します。
 D&B 検索を開始します。

D&B 検索

 D&B から一致したサプライヤの一覧が返されます。
 一致したサプライヤから希望するサプライヤを選択します。

D&B 取得

 API によって D&B から基本プロファイルデータが取得されます。
 取得されたデータによって、サプライヤ申請フォームがエンリッチされます。

サプライヤ申
請の完了

 ユーザーが残りの詳細すべてを入力します。
 フィールドには、重複が除外されたカスタムフィールドを含めることができます。

サプライヤ申
請の提出

 SLP の標準重複チェックが実行されます。

 標準機能では、[名前]、[住所]、および [DUNS ナンバー] フィールドと、重複が除外されたカスタム
フィールドが使用されます。

SLP 重複
チェック

 ユーザーは、提出時に重複を確認することができます。

 通常のサプライヤ申請と同様にフローが再開されます。
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機能の概要
D&B 取得に基づくサプライヤ申請: プロセスフロー (スクリーンショット)

3

2

1

4

1. D&B 検索を使用してサプライヤ申請を作
成します。

2. 検索する DUNS を入力します。

3. 処理を続行してサプライヤ申請フォームに
移動します。

4. D&B から取得された情報がフォームに事
前入力されています。
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機能の概要
サイトで D&B 統合を設定する方法

手順

• ダッシュボードで [管理] → [SM 管理] → [設定] を選択します。

• [認証情報] プルダウンリストで [DNB] を選択します。

• Dun & Bradstreet データ統合ツールキットのユーザー名とパスワードを入力し
ます。

• パスワードを再入力して確認します。

結果

• [設定] ページに、認証情報とユーザー名を追加した時点のタイムスタンプが記
録されます。

• 提出した後に、このページに認証情報が表示されることはありません。

• SLP サイトが D&B 製品と統合されています。

メンテナンス

• D&B 認証情報は、新しいユーザー名およびパスワードを入力して [提出] をク
リックすると、いつでも更新することができます。

• 既存の認証情報を削除するには、[削除] をクリックします。
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機能の概要
D&B 統合のためのサプライヤ申請および登録の設定

• サプライヤ申請テンプレート

• 申請に使用する D&B サプライヤ検索フィールドおよびその他のマッピング済み D&B フィールドで必要な、ベンダデータ
ベースフィールドにマッピングする質問を更新/設定します。

• D&B 検索をスキップする必要があるユーザーのため、検索したサプライヤが D&B 検索結果に表示されない場合に、D-
U-N-S に対する例外が必要な理由を申請者に確認するための質問を追加します。

• サプライヤ登録テンプレート

• D&B と統合されるフィールドの一覧については、次のスライド (および製品ドキュメント) を参照してください。

• サプライヤが D&B サプライヤに基づく申請から作成された場合、フィールドには自動的に D&B からのデータが事前入力
されています。

• サプライヤまたは内部ユーザーが新しい回答で D&B からのデータを上書きしないようにするには、編集条件を使用して読
み取り専用に設定します。

• 特に指定のない限り、マッピングされている D&B 関連の質問に対しては入力タイプとして [テキスト] を使用する必要があります。

• D&B 統合とそれに対応する D&B データモデルのフィールドで使用される SLP ベンダデータベースフィールドの詳細については、
最新の製品ドキュメントを参照してください。

• 法的要件により、ドイツでサプライヤに関する D&B データを取得する場合は理由コードが必要となります。 SLP では、お客様の
側でフィールドの設定を一切行わなければ、自動的に理由コード 3 (信用チェック – 進行中の取引関係) が含められます。



9CONFIDENTIAL© 2019 SAP SE or an SAP affiliate company.All rights reserved.  ǀ

機能の概要
D&B の質問に対するフィールドマッピング

サプライヤ申請では、以下のフィールドマッピングを含む質問が必須となって
います。ここでの処理には無料の D&B 検索サービスが使用されます。 これ
らのフィールドを含むサプライヤ申請を承認することによって、D&B 
Worldbase Marketing Plus with Linkage の使用料が発生することはありませ
ん。 これらのフィールドは、内部または外部サプライヤ登録に関する質問事
項に含めることもできます。

サプライヤ申請が承認されると、以下の ERP ベンダフィールドに D&B か
らのデータが自動的に入力されます。D&B の例外ケースでは、これらの
データを内部/外部サプライヤ登録質問事項またはサプライヤ申請に含め
ることもできます。


